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2．1．文の処理と文章表象の更新   
文章中には多くの情報が存在し，それらは互いに関連しあっている。読者はそれらの多くの情  
報とその関係を把握しなくてはならない。そのため文章表象（textrepresentation）は個々の情  
報を示すノードとノード間関係を示すリンクからなるネットワークで表現されることが多い1）。   
ある時点で処理されている情報とそれまでに生成された文章表象の間には，双方向的な関係が  
ある。一般に全く単独で存在する情報には複数の解釈が可能である。しかし文章中では既存の文  
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Figurel 文章表象の階層  
実線の楕円は文章中に書かれている情報。点線の楕円は推論された情報を示す。  
Tablel マクロルールとその例  
意 味  例  
一連の情報が与えられているときに他の情報と関 シャチはイルカに似ている所があって，遊びが大好  
選択ルール  連が薄く，他の情報の解釈の条件とはならない情 きです。人間とのスキンシップを好み…ナシャチは  
報を削除する  （人間と）遊ぶのが好き  
一連の情報を，そのそれぞれから抽象化されるひ チューリップの花にはめしべがある。ホウセンカに  
とつの表現で置き換える  はめしべがある。→花にはめしべがある。  
一連の情報をその情報群全体をまとめた別の表現 心臓は血液を取り込み，そして送り出す→心臓のポ  





2．3．包括的読解のプロセス   
では二次的マクロ構造を生成するにはどのような読解処理が必要だろうか。   
読解において新情報が入力されると，それまでに生成されている文章表象の中にその新情報と  
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Table2 包括的読解プロセス  
文章内における新情報と先行情報の関係 先行情報の検索可能性  マクロ構造に対する処理   包括的／局所的  
1．近マクロ構造とのみ関連がある  → マクロ構造を更新  －1）  
2．遠マクロ構造と近マクロ構造の両方 遠マクロ構造と近マクロ構   
に関連がある  造の両方が検索可能  
→ 両マクロ構造の更新と統合 →包括的読解  
近マクロ構造のみ検索可能→近マクロ構造を更新 →局所的読解  
3・遠マクロ構造とのみ関連がある 遠マクロ構造検索可能 → 遠マクロ構→包括的読解  
〝  → 遠マクロ構造に焦点移動 →局所的読解  
遠マクロ構造検索不可  → 新しいマクロ構造生成  →局所的読解  





生成すること（局所的読解）は可能であることを前提とする。   
新情報と先行情報の関係については次の4つの場合が考えられる（Table2参照）。   
ひとつは直前情報を含むマクロ構造（近マクロ構造）の中にのみ関連情報がある場合である。  
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Table3 新情報が先行情報と関連をもたない場合の読解処理  
作動記憶内に保持される情報  読解状況，読者の性質  後続情報以降  
十分な作動記憶容量と文章情報の 新しいマクロ構造の生成と先行マクロ  
ー貿性に関するメタ認知  構造との統合  
先行マクロと新情報の両方  包括的読解   
局所的読解  新情報のみ  作動記憶容量とメタ認知が不十分 新しいマクロ構造の生成  
先行マクロ構造のみ  速読，斜め読み  先行マクロ構造の更新  
関連情報が見つからず，読解が成立しない  
は，新情報のみを作動記憶内に保持して読解を進める場合，さらにもう1つは先行マクロ構造の  
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3．1．エラー検出課題と包括的読解   
一質した文章表象の生成に関わる読解課題のひとつにエラー検出課題（errordetectiontask）  















































だろうか。   
第2節で述べた包括的読解のプロセスから，包括的読解力の可能性がどのように規定されるか  
をまとめるとFigure2のようになると考えられる。  
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ルールや構成ルールの使用も多く見られるようになる。   
一方，これらの諸条件に影響を与えると考えられるものとして，メタ認知と文章の内容に関す  
る読者の既有知識があげられる。メタ認知は大変幅の広い概念であるが，ここでは包括的読解に  

























3．3．小学校高学年以降の発達   
前節で挙げた包括的読解の発達に関わる要因には，小学校では十分に獲得されないものもあ  
る。例えば要点把握に関わる要点情報の弁別や文章構成の理解などは，教科学習や読書経験を通  
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注   
1） ネットワークのノードに情報のどの単位を当てはめるかについては研究者によって意見の相違が  
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